
令和 6 年６⽉９⽇ 
＜佐々⽊ 朗＞ 

函館レクリエーション協会創⽴ 50 周年記念事業に参加して 
 
 ６⽉ 9 ⽇、函館アリーナで実施された
レクレーション⼤会にスタッフとして参
加させていただきました。ビデオやテキ
ストでレクリエーションの⽬的を「⼼を
元気にすること」ということを学びまし
た。来ていただいた皆様にも、そして、
スタッフとして活動する私も、⼼が元気
になるようにということを意識し、運営
に協⼒させていただきました。 
 私は、スタッフチームの⼀員としてシ
ャフルボードを担当させていただきまし
た。最近ブームのモルックやおなじみの
的当てや輪投げなどと⽐べると、周知度
は低いと思われるので、スタッフで役割
分担をして、ルールや⽅法をわかってい
ただいた上で、競技に参加していただき
ました。ほぼ全員が初めての競技になる
わけですが、最初は緊張の表情を⾒せて
いた参加者も、練習をして要領がわかっ
てくると、皆さん、すっかり本気モード
です。真剣な表情あり、「やられた。」と
いうような表情あり、そんな中にも笑顔
がいっぱいありました。 

 競技が終わって、「ありがとうござい
ました。」「こちらこそ、また機会があり
ましたら、どうぞいらしてください。」
との挨拶は、お互い初対⾯ではありまし
たが、100％の笑顔でした。競技が終了
し、あと⽚付けが終わったころには、快
い疲れの中、⼼はとても元気でした。 
 昨今、⼈と⼈との⼈間関係が薄くな
り、コミュニケーションも若者を中⼼に
ネット上が中⼼となりつつあります。し
かし、このような時代だからこそ、レク
リエーション活動を通して、コミュニケ
ーションを図るによって、⼼が元気にな
り、明⽇からの⽣活にも活⼒が出てくる
と思います。 
 私は、今回レクリエーション講座で学
んだことを、地域の活性化に努めていき
たいと思っております。隣近所、そし
て、地域の皆さんが、様々なレクリエー
ション活動を通して、笑顔で挨拶を交わ
すようになり、困った時には声をかけて
あげられるような地域コミュニティづく
りの⼀翼を担うことがきればと思ってお

ります。 
 これからも先輩
から、多くのこと
を学び、リーダー
シップを執ること
ができるよう、努
⼒を続けたいと思
います。 
（6/9 執筆 

佐々⽊ 朗） 


